
    
    

まちづくり基本構想策定にかかるアンケート調査結果速報まちづくり基本構想策定にかかるアンケート調査結果速報まちづくり基本構想策定にかかるアンケート調査結果速報まちづくり基本構想策定にかかるアンケート調査結果速報    
                                                                                                    平成１４年９月２日 
    

ⅠⅠⅠⅠ    調査のあらまし調査のあらまし調査のあらまし調査のあらまし    

１１１１    調査の目的調査の目的調査の目的調査の目的    
     津・久居・安芸郡・一志郡市町村合併問題協議会（以下「協議会」という。）では、
構成市町村の住民に、これからの地域のあり方や新しいまちづくりについて考えてもら
うために、合併後の将来のまちづくりについてのビジョンを示すものとして、「まちづ
くり基本構想」の策定を行うが、この構想の策定にあたり、住民の意見を把握するため、
アンケートを実施した。 

 
２２２２    調査項目調査項目調査項目調査項目    
  一般的な市町村合併の動向、住民の声の市町村行政への反映度、あたらしいまちのあ
り方、あたらしいまちで重視する施策、あたらしいまちの行政のあり方、まちの誇れる
もの、自由意見、合計１１項目について質問を行った。 

 
３３３３    調査方法調査方法調査方法調査方法    
     本調査は下記の方法により実施した。 
・調査方法：郵送法。調査票発送後、回答締め切り前に、調査協力礼状兼督促状（葉
書）を送付した。 
・調査対象者：協議会構成市町村に居住する２０歳以上の男女 
・標本数：５，０００人 

  ・抽出方法：協議会構成市町村の選挙管理委員会の了解を得て、平成１４年６月１日
現在の市町村選挙人名簿から別紙市町村別内訳数により、必要な標本数
を無作為抽出した。 

・実施時期：平成１４年７・８月 
・回答数（率）：２，２７２人（４５．４％） 
 

    

    

    

    

    



津   市 127,702 52.0% 100 2,020 2,120 42.4% 929 43.8% 40.9%

久居市 32,288 13.0% 100 500 600 12.0% 271 45.2% 11.9%

河芸町 13,925 6.0% 100 230 330 6.6% 130 39.4% 5.7%

芸濃町 7,120 3.0% 100 120 220 4.4% 94 42.7% 4.1%

美里村 3,604 1.0% 100 40 140 2.8% 71 50.7% 3.1%

安濃町 8,999 4.0% 100 160 260 5.2% 116 44.6% 5.1%

香良洲町 4,460 2.0% 100 80 180 3.6% 78 43.3% 3.4%

一志町 11,865 5.0% 100 200 300 6.0% 153 51.0% 6.7%

白山町 10,952 5.0% 100 200 300 6.0% 145 48.3% 6.4%

嬉野町 15,277 6.0% 100 230 330 6.6% 178 53.9% 7.8%

美杉村 6,401 3.0% 100 120 220 4.4% 96 43.6% 4.2%

無回答 11 0.5%

合計 242,593 100.0% 1,100 3,900 5,000 100.0% 2,272 45.4% 100.0%

回答数市町
村別占有率均等割数 回答数 回答率

アンケート調査市町村別内訳数アンケート調査市町村別内訳数アンケート調査市町村別内訳数アンケート調査市町村別内訳数

対象標本数人口割数市町村名 名簿登録者数 按分率
標本市町
村別占有
率



ⅡⅡⅡⅡ    調査結果（速報）調査結果（速報）調査結果（速報）調査結果（速報）    

 
１１１１    回答者の属性回答者の属性回答者の属性回答者の属性    
 
（１）性別 
  男女の構成比は、男性１，１２５人で４９．５％、女性１，１２６人で４９．６％と
なった。 
  なお、男女別の回答率は、男性４３．６％、女性％４６．６％で、女性の方が高くな
っている。 

男性
49.5％

女性
49.6％

無回答　0.9％

 

図１ 性別 
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図２ 性別回答率 
 



 
（２）年齢 
  年齢別の構成比は、１０歳きざみで階層化すると、５０歳代が最も多く、５８０人で
２５．５％、以下６０歳代が５４９人で２４．２％、７０歳代が４０６人で１７．９％
と続いている。一方、２０歳代が１５４人で６．８％、次が３０歳代で２１９人で９．
６％となっており、２０歳代、３０歳代の回答者の構成が低くなっている。 
  なお、年齢別の回答率は、高い方から６０歳代で５７．２％、７０歳代以上５３．８％、
５０歳代４７．７％と続いている。低いのは２０歳代３１．２％、３０歳代３１．３％
である。 
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３０歳～３９歳

７０歳以上

４０歳～４９歳
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図４ 年齢別回答率 
 

図３ 年齢別



 
（３）職業 
  職業の構成比は、無職が５００人で２２．０％、家事専業が３７１人で１６．３％、
サービス業が２９４人で１２．９％、製造業が２１７人で９．６％、公務員が１８２人で
８．０％となっている。無職が多いのは、６０歳代、７０歳代の回答者が全体の４２．１％
と多いのが要因と推定される。 

無回答
1.4%

農林水産業
6%

学生0.7%

家事専業
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建設業
4.7%卸売・小売
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図５ 職業 

 
（４） 居住地市町村 
  居住地の多いところは、津市９２９人で４０．９％、久居市２７１人で１１．９％、
嬉野町１７８人で７．８％、一志町１５３人で６．７％、白山町１４５人で６．４％と
続いている。 
  なお、市町村別の回答率の高いのは、嬉野町５３．９％、一志町５１．０％、美里村
５０．７％であり、５０％を超えている。一方、低いのは、河芸町３９．４％、芸濃町
４２．７％、香良洲町４３．３％、美杉村４３．６％、津市４３．８％と続いている。 
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図６ 居住地市町村 

 
 
 
 



 

43.8%

45.2%

39.4%

42.7%

50.7%

44.6%

43.3%

51.0%

48.3%

53.9%

43.6%

津   市

久居市

河芸町

芸濃町

美里村

安濃町

香良洲町

一志町

白山町

嬉野町

美杉村

 
図７ 居住地市町村別回答率 

 
（５）現在地での居住年数 
現在地での居住年数は、２０年以上が１，０１１人で４４．５％、１０年から１９年
が２３７人で１０．４％となっている。回答者の年齢層が高いこともあり、この地域に、
長期間居住している人の回答者が多い。 

無回答
0.4%

１～４年
3.8%

１年未満
0.7%

５～９年
4.8%

１０～１９年
10.4%

出生時から引続
き現在の場所

35.3%

２０年以上
44.5%

 
                図８ 居住年数 
  



 
２２２２    質問結果質問結果質問結果質問結果    
    
問１：今、本格的な地方分権時代を迎え、少子高齢社会問１：今、本格的な地方分権時代を迎え、少子高齢社会問１：今、本格的な地方分権時代を迎え、少子高齢社会問１：今、本格的な地方分権時代を迎え、少子高齢社会の到来や厳しい財政状況に対処すの到来や厳しい財政状況に対処すの到来や厳しい財政状況に対処すの到来や厳しい財政状況に対処す

るため、全国的に市町村合併の動きが見られますが、こうした状況を踏まえて、あるため、全国的に市町村合併の動きが見られますが、こうした状況を踏まえて、あるため、全国的に市町村合併の動きが見られますが、こうした状況を踏まえて、あるため、全国的に市町村合併の動きが見られますが、こうした状況を踏まえて、あ
なたは、この一般的な市町村合併の動きについてどう思われますか。なたは、この一般的な市町村合併の動きについてどう思われますか。なたは、この一般的な市町村合併の動きについてどう思われますか。なたは、この一般的な市町村合併の動きについてどう思われますか。１つ選んでお１つ選んでお１つ選んでお１つ選んでお
答えください。答えください。答えください。答えください。    

    
望ましいと回答が４８８人で２１．５％、少なくとも合併を検討することが望ましい
が７７２人で３４．０％となっており、合併について前向きな回答が全体の５５．５％
である。 
これに対し、望ましくないは３１３人で１３．８％である。 
また、どちらともいえないが４８８人で２１．５％であり、調査を実施した平成１４
年７・８月時点で判断を保留している人が多くいることがわかる。 

無回答
2.7%わからない

6.6%

望ましく
ないと思う
13.8%

どちらとも
いえない

21.5%

少なくとも合
併を検討す
ることが望ま
しい
34.0%

望ましい
21.5%

 
図９ 一般的な市町村合併について（全域） 

 
 性別でみてみると、望ましいが、男性２６．３％、女性１６．８％で、男性の方が高い。
望ましくないは、男性１４．１％、女性１３・７％で、若干男性の方が高い。どちらとも
いえないは、女性２６．８％、男性１６．３％で、判断を保留しているのは女性が多いこ
とがわかる。 

16.8%

26.3%

32.8%

35.4%

26.8%

16.3%

13.7%

14.1%

7.7%

5.4%
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女

男

望ましい

少なくとも合併を検討
することが望ましい
どちらともいえない

望ましくないと思う

わからない

無回答

          図１０ 一般的な市町村合併について（男女別） 



年齢別にみると、望ましいと回答した人の率が高いのは、７０歳以上２６．１％、６
０歳代２４．６％、５０歳代２３．３％であり、一方、低いのは、３０歳代１０．５％、
４０歳代１５．４％となっている。 
望ましくないと回答した人の率が高いのは、３０歳代２１．０％、５０歳代１５．２％、
４０歳代１４．８％である。一方、低いのは７０歳代以上１０．１％、６０歳代１１．
８％である。 
なお、２０歳代・３０歳代・４０歳代はどちらともいえないという率が高い。また、
３０歳代のみは、望ましくない率が望ましい率を上回っている。ただし、少なくとも合
併を検討することが望ましい率を加えると、望ましくない率は１７．８％下回る。 
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７０歳以上 望ましい

少なくとも合併を検討
することが望ましい
どちらともいえない

望ましくないと思う

わからない

無回答

図１１ 一般的な市町村合併について（年齢別） 
市町村別にみると、望ましいと回答した人の率が高いのは、白山町２６．２％、津市

２３．７％、香良洲町２３．１％、久居市・嬉野町２２．５％である。一方、低いのは、
一志町１０．５％、安濃町１７．２％、美杉村１７．７％、河芸町１８．５％となってい
る。 
望ましくないと回答した人の率が高いのは、美杉村２４．０％、河芸町２２．３％、
久居市１６．２％、一志町１５．０％、安濃町１４．７％、美里村１４．１％である。
一方、低いのは、嬉野町１０．７％、津市１１．４％、香良洲町１１．５％である。 
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図１２ 一般的な市町村合併について（居住地市町村別） 
 
 



 職業別にみると、望ましいと回答した人の率が高いのは、建設業３０．８％、無職２６．
２％、学生２３．５％、サービス業２３．１％、農林水産業２１．２％である。一方、低
いのは、家事専業１６．７％、製造業１７．５％である。 
 望ましくないと回答した人の率が高いのは、公務員１９．２％、建設業１７．８％、農
林水産業１６．８％、である。一方、低いのは、無職９．０％となっている。 
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図１３ 一般的な市町村合併について（職業別） 

 



    
問２：市町村合併が望ましいと思う理由を問２：市町村合併が望ましいと思う理由を問２：市町村合併が望ましいと思う理由を問２：市町村合併が望ましいと思う理由を３つ選んで３つ選んで３つ選んで３つ選んでお答えください。お答えください。お答えください。お答えください。    
 
市町村合併が望ましい理由で、選択数が多いのは、行政経費の節約及び行政運営の効率
化８９５、市町村長や議員、職員の削減７３６、行政サービスの向上４６４、道路、主要
公共施設のなど広域的施設の効率的な整備３６０と続いている。 
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図１４ 市町村合併が望ましい理由（全域） 
 

 
 



問３：市町村合併が望ましくないと思う理由を問３：市町村合併が望ましくないと思う理由を問３：市町村合併が望ましくないと思う理由を問３：市町村合併が望ましくないと思う理由を３つ選んで３つ選んで３つ選んで３つ選んでお答えください。お答えください。お答えください。お答えください。    
 
 市町村合併が望ましくない理由で、選択数が多いのは、市町村の区域が広くなり、行き
届いたサービスが受けられなくなる１８９、市町村合併後の中心地域と周辺地域で格差が
生じる１７５、行政サービスが低下したり、料金が上がったりする１４８、昔から継承さ
れてきた文化や伝統などの地域性がなくなる９４、合併後の役所が遠くなり、不便になる
９１である。 
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旧市町村間で対立が生じる

市町村の名称がなくなるのが寂しい

議員の数が減少することにより、住民の意思が行政に反映されなくなる

住民の連帯感が薄れ、地域社会が崩壊

合併後の役所が遠くなり、不便になる

昔から継承されてきた文化や伝統などの地域性がなくなる

行政サービスが低下したり、料金が上がったりする

市町村合併後の中心地域と周辺地域で格差が生じる

市町村の区域が広くなり、行き届いたサービスが受けられなくなる

 
図１５ 市町村合併が望ましくない理由（全域） 



問４：問４：問４：問４：津・久居・安芸郡・一志郡市町村合併問題協議会津・久居・安芸郡・一志郡市町村合併問題協議会津・久居・安芸郡・一志郡市町村合併問題協議会津・久居・安芸郡・一志郡市町村合併問題協議会が設置されていることにが設置されていることにが設置されていることにが設置されていることに    
ついてご存知でしたか。ついてご存知でしたか。ついてご存知でしたか。ついてご存知でしたか。該当する番号を選んでください。該当する番号を選んでください。該当する番号を選んでください。該当する番号を選んでください。 

 よく知っていた６０３人で２６．５％、少し知っていた１，２２４人で５３．９％、知
らなかった３７４人で１６．５％であり、ほとんどの人が協議会の活動を周知している。 
 

よく知っていた
26.5%

少し知っていた
53.9%

知らなかった
16.5%

無回答
3.1%

 
図１６ 協議会の認知度（全域） 
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無回答

図１７ 協議会の認知度（居住地市町村別） 
     
 

 



問５問５問５問５：：：：あなたが市町村合併を考えるに当たって、どのようなことが必要だと思いますか。あなたが市町村合併を考えるに当たって、どのようなことが必要だと思いますか。あなたが市町村合併を考えるに当たって、どのようなことが必要だと思いますか。あなたが市町村合併を考えるに当たって、どのようなことが必要だと思いますか。    

            ２つ選んでお答えください。２つ選んでお答えください。２つ選んでお答えください。２つ選んでお答えください。    

 

 選択数が多いのは、市町村合併に関する構想・計画の提示１，３０６、住民意識や意

向を広く聴取りすること１，０６３、市町村合併に関するパンフレットの作成、配布な

どの情報提供９０６、市町村合併に関する公開説明会、討論会等の開催７０８と続いて

いる。 

住民の声を聞き、構想、計画の提示の重要性が認識される。なお、説明会、討論会等

開催の率の順位が低い結果となっている。 

その他の設問項目以外の意見としては、説明会を一般市民に広く行うようにする。あ

る程度の強引さ、住民投票での意見の聞取り、津市長の強力なリーダーシップ、協議会

委員に民間人を加える、若者の意見聞き取りなどがあった。 
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市町村合併に関する構想、計画の提示

住民意識や意向を広く聞き取る

市町村合併に関するパンフレットの作成、配布などの情報提供

市町村合併に関する公開説明会、討論会等の開催

その他

無回答

図１８ 合併を考えるのに必要なもの（全域） 

 

 



問６：問６：問６：問６：あなたは、あなたが住む市町村の現状の行政サービスに、住民の声が反映されてあなたは、あなたが住む市町村の現状の行政サービスに、住民の声が反映されてあなたは、あなたが住む市町村の現状の行政サービスに、住民の声が反映されてあなたは、あなたが住む市町村の現状の行政サービスに、住民の声が反映されて    

いると思いますかいると思いますかいると思いますかいると思いますか。。。。１つ選んでお答えください。１つ選んでお答えください。１つ選んでお答えください。１つ選んでお答えください。    

    

 まあまあ反映されている４９．８％、あまり反映されていない１５．８％、よく反映

されている４．１％、全く反映されていない２．５％となっている。わからないが２４．

４％と高い率になっている。 

 男女別では、よく反映されているが男４．９％、女３．２％、まあまあ反映されてい

るが男５４．２％、女４５．６％であり、男性の方が、より多く行政サービスに住民の

声が反映されていると考えている。なお、わからないについては、男が１８．７％であ

るのに対し、女性が３０．４％と高い率になっている。 

年齢別にみると、よく反映されているについては、３０歳代０．９％、４０歳代１．

４％、２０歳代１．９％が低く、７０歳代１０．３％、６０歳代５．１％が高くなって

いる。 

全く反映されていないについては、２０歳代３．９％、４０歳代３．４％、５０歳代

３．３％と高くなっている一方、７０歳代は０．５％、６０歳代は１．８％でありほと

んど不満をもっていないという結果となった。  

よく反映されている居住地市町村別にみると、香良洲町１１．５％、嬉野町１０．１％、

安濃町７．８％、白山町６．２％が高い率となっており、津市２．４％、久居市２．６％

が２％台となっている。 

 居住地市町村別の全く反映されていない率で、全域の率の２．５％を上回っているの

は、津市の３．８％のみとなっている。 
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図１９ 住民の声の市町村行政への反映度（全域） 
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図２０ 住民の声の市町村行政への反映度（男女別） 

 

1.9%

0.9%

1.4%

2.1%

5.1%

10.3%

37.7%

42.9%

42.5%

50.0%

57.0%

55.4%

13.0%

17.8%

19.1%

17.6%

15.7%

11.1%

43.5%

33.3%

30.2%

24.0%

17.1%

18.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

２０歳～２９歳

３０歳～３９歳

４０歳～４９歳

５０歳～５９歳

６０歳～６９歳

７０歳以上

よく反映されている

まあまあ反映されている

あまり反映されていない

全く反映されていない

わからない

無回答

図２１ 住民の声の市町村行政への反映度（年齢別） 
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図２２ 住民の声の市町村行政への反映度（居住地市町村別） 

 あまり反映されていない、全く反映されていないという項目を選択した理由は、次の

ものがあった。 



・ 住民の声を届ける機会が少ない。 

・ 不満に対する対応が遅い。 

・ 横のつながりがない。 

・ 前例に固執し、柔軟な対応が出来ない。 

・ 住民の声を積極的に聞こうとする姿勢を感じない。 

・ 一部の住民の人への行政サービスが多い。 

・ 職員に専門性がない。 

 



問７：問７：問７：問７：あなたは、あなたは、あなたは、あなたは、津市、久居市、安芸郡、一志郡（三雲町を除く）の津市、久居市、安芸郡、一志郡（三雲町を除く）の津市、久居市、安芸郡、一志郡（三雲町を除く）の津市、久居市、安芸郡、一志郡（三雲町を除く）の合併合併合併合併がががが行われた場行われた場行われた場行われた場

合、合、合、合、そのまちのあり方としてそのまちのあり方としてそのまちのあり方としてそのまちのあり方として、、、、何を望まれますか何を望まれますか何を望まれますか何を望まれますか。。。。３つ選んでお答えください。３つ選んでお答えください。３つ選んでお答えください。３つ選んでお答えください。    

 望む選択数が多いものは、海、山、川など豊かな自然環境を大切にしたまち９０１、 

高齢者や障害者施策など安心して暮らせる福祉のまち８９１、道路、公園、上下水道

などの生活環境が整ったまち６７７、健康づくり対策や医療サービスが充実した健康

のまち５８９、ゴミ、公害、エネルギー対策などの環境問題に積極的に取り組むまち

４８６と続く。 

 一方、望む選択数が少ないものは、国際交流に積極的に取り組むまち２７、観光客

が心の憩いを感じるような観光のまち３５、大学などの高等教育機関の人材や施設が活

かされているまち５４、人権や男女共同参画を尊重したまち５７となっている。 
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無回答

国際交流に積極的に取り組むまち

観光客が心の憩いを感じるような観光のまち

その他

大学などの高等教育機関の人材や施設が生かされているまち

人権や男女共同参画を尊重したまち

情報や通信機能の発達した高度情報化のまち

街並みの美しい都市景観の優れたまち

スポーツや文化活動などの生涯学習活動をすすめていくまち

中心市街地が活性化したまち

地域の歴史や文化、伝統を大切にしたまち

市の周辺部地域などの過疎対策に配慮したまち

県庁所在地として県の核となるまち

保育所、幼稚園、学校が充実し、子供たちが健全に育つまち

働く場に恵まれた活力に満ちた産業のまち

事故、災害、犯罪の被害を防止する安全なまち

ゴミ、公害、エネルギー対策などの環境問題に積極的な取り組むまち

健康づくり対策や医療サービスが充実した健康のまち

道路、公園、上下水道などの生活環境が整ったまち

高齢者や障害者施策など安心して暮らせる福祉のまち

海、山、川など豊かな自然環境を大切にしたまち

図２３ あたらしいまちのあり方（全域） 



問８：問８：問８：問８：あなたは、市町村合併により新しいまちづくりが行われる場合、あなたは、市町村合併により新しいまちづくりが行われる場合、あなたは、市町村合併により新しいまちづくりが行われる場合、あなたは、市町村合併により新しいまちづくりが行われる場合、重視してほし重視してほし重視してほし重視してほし

いと思う施策いと思う施策いと思う施策いと思う施策をををを、、、、６つ６つ６つ６つ選んでお答えください。選んでお答えください。選んでお答えください。選んでお答えください。    

        選択数の多いのは、高齢者福祉の充実１，２３５、地域医療の充実６５４、生活環

境・自然環境の保全６５０、雇用の確保６０７、青少年の健全育成の推進５８０、学

校教育の充実５４７となっている。 
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港の整備

水産業の振興

男女共同参画社会の構築

住宅、宅地の整備

母子、寡婦、父子に対する充実

国際交流や地域間交流の推進

治山、治水の推進

上水道の整備

幼児教育の充実

河川の整備

情報化の推進

地域コミュニティ、ボランティア、ＮＰOへの支援

消防、防災の徹底

林業の振興

児童福祉の充実

障害者(児)福祉の充実

労働者福祉の充実

観光の振興

人権の尊重

スポーツ、レクリエーションの推進

バリアフリーのまちづくりの推進

交通安全の確保

公園、緑地の整備

効果的な土地利用の確保

文化、歴史活動の推進

総合的な過疎対策の推進

工業の振興

バスや鉄道、海運などの交通網の整備

低所得者福祉の充実

中心市街地活性化の推進

保健衛生・疾病予防・健康づくり

消費生活保護

生涯学習の充実

道路の整備

農業の振興

防犯の徹底

廃棄物処理と循環型社会の構築

商業の振興

下水道の整備

学校教育の充実

青少年の健全育成の推進

雇用の確保

生活環境、自然環境の保全

地域医療の充実

高齢者福祉の充実

図２４ あたらしいまちで重視する施策（全域） 

 



問９：問９：問９：問９：あなたは、あなたは、あなたは、あなたは、津市、久居市、安芸郡、一志郡（三雲町を除く）の津市、久居市、安芸郡、一志郡（三雲町を除く）の津市、久居市、安芸郡、一志郡（三雲町を除く）の津市、久居市、安芸郡、一志郡（三雲町を除く）の合併により合併により合併により合併により、、、、    

新しいまちづくりを行う場合、新しいまちづくりを行う場合、新しいまちづくりを行う場合、新しいまちづくりを行う場合、新市の行政のあり方に何を求められますか。新市の行政のあり方に何を求められますか。新市の行政のあり方に何を求められますか。新市の行政のあり方に何を求められますか。 

   ２つ選んでお答えください。２つ選んでお答えください。２つ選んでお答えください。２つ選んでお答えください。    

 選択数が多いのは、住民の意向をきめ細かく反映させる仕組みづくり９７５、情報公

開、情報提供の推進７５９、事業の実施にあたり住民に十分な説明を行い、納得しても

らう仕組みづくり６０８、行政をチェックする仕組みづくり４４６となっている。 
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情報技術の活用

事業の効果を数字で知ることのできる仕組みづくり

事業の実施をNPO、民間事業者などに委託する仕組みづくり

重点的に予算や人材を投資する大規模プロジェクトの実施

優先順位をつけた事業の実施

徹底した歳出削減の実施

住民、自治会などが自発的な意思で参加するまちづくり

行政をチェックする仕組みづくり

事業の実施にあたり住民に説明を行い、納得してもらう仕組みづくり

情報公開、提供の推進

住民の意向をきめ細かく反映させる仕組みづくり

 

 図２５ あたらしいまちの行政のあり方（全域） 



問問問問10101010：：：：あなたあなたあなたあなたが住むまちにおいてが住むまちにおいてが住むまちにおいてが住むまちにおいて、、、、自慢できるもの、誇り自慢できるもの、誇り自慢できるもの、誇り自慢できるもの、誇りに思うもの、新市のまちづに思うもの、新市のまちづに思うもの、新市のまちづに思うもの、新市のまちづ

くりに活かしていくべき特色について、ありましたら具体的に２つ以内で記入くりに活かしていくべき特色について、ありましたら具体的に２つ以内で記入くりに活かしていくべき特色について、ありましたら具体的に２つ以内で記入くりに活かしていくべき特色について、ありましたら具体的に２つ以内で記入

してください。してください。してください。してください。    

 

 主なものは、次のとおりである。 

豊かな自然、津市という一文字の名前、地域の歴史、伝統行事、文化施設、ヨット

ハーバー、きれいな海、近鉄中川駅、風力発電（風車）、温泉、県庁所在地、静か

なまち、厚い人情、田舎、うなぎ、梨、高速道路インター、温暖な気候、大学 

 

 

問問問問11111111：津市、久居市、安芸郡、一志郡（三雲町を除く）の：津市、久居市、安芸郡、一志郡（三雲町を除く）の：津市、久居市、安芸郡、一志郡（三雲町を除く）の：津市、久居市、安芸郡、一志郡（三雲町を除く）の合併合併合併合併がががが行われた場合行われた場合行われた場合行われた場合のあなのあなのあなのあな

たが望むまちづくり・まちのありかたなど思ったまま、感じたままをごたが望むまちづくり・まちのありかたなど思ったまま、感じたままをごたが望むまちづくり・まちのありかたなど思ったまま、感じたままをごたが望むまちづくり・まちのありかたなど思ったまま、感じたままをご記入く記入く記入く記入く

ださいださいださいださい。。。。    

    

        自由意見の主なものは、次のとおりである。 

 

・ 合併の必要性、合併のメリット・デメリットがみえないので、説明をしてほしい。 

また、どういうまちになるのか、住民負担・サービスがどのようになるかを示すこ

と。 

・ 合併を考えている他の市町村の状況も知りたい。 

 ・ 合併を面積及び人口の拡大だけに終わらすことのないようにするべきである。 

・ 市役所の職員はたるんでいる。市町村議員・職員を削減し、民間の努力をみならう

こと。行政経費の徹底的な見直しを図ること。職員は意識改革が必要である。 

・ 補助金の見直しをすること。 

・ 住民の意見が反映されるガラスばりの行政を進めること。 

・ 今の合併は住民本位ではなく、行政主体で進んでいる。 

・ 合併により役所が遠くならないようにしてほしい。 

・ 合併を行って、きめ細かい行政ができるか心配である。 

・ 合併を行うと、中心部に資源を投入し、周辺部はさびれてしまう。地域格差のない

まちづくりを望む。 

・ 合併により、住民負担が増大したり、住民サービスが低下しないようにしてほしい。 

・ 個人として他を頼らず、自己責任において、自らを律することが重要である。 

・ 津市の地名を残してほしい。 



・ この地域の豊かな自然を守り、環境保全に積極的に取り組んでほしい。 

・ 交通弱者に配慮してほしい。コミュニティバスの運行継続をしてほしい。 

・ 情報公開を進めていくべき。 

・ 現在ある支所を残してほしい。 

・ 住民の意向を反映したまちづくりをしてほしい。 

・ それぞれの地域の特色、よいところを活かしたまちづくりをしてほしい。 

・ 地域内の施設を皆が有効に使えるようにしてほしい。 

・ 津市中心部はさびれている。活性化が必要である。県都にふさわしいまちづくりを

してほしい。 

・ 若者が集い、働く場のあるまちづくりが必要 

・ 交通基盤の整備を行う必要がある。 

・ 安心、安全のまちづくりをしてほしい。 

・ 福祉の充実を。 

・ 文化、レクリエーション施設の充実を。 

・ 津市のお城公園の整備を。 

・ 青少年の健全育成を図るべきである。 

・ 農業、林業にも希望が持てる行政を進めてほしい。 

・ ＩＴを活用した行政を。 

・ 他の地域の人との交流を図るべきである。 


